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「投稿の手引き」の確認と原稿の作成 

【和文】 
•原稿作成用template 
•投稿の手引 
•原稿作成上の留意点 

【英文】 
•Template for manuscript  
•Guidelines 
• Print sample of 
manuscript 

電子投稿・査読システムへ 



電子投稿・査読システムで 
何ができるのか？ 

和文マニュアル 

英文マニュアル 
ユーザー登録 

• 原稿の新規投稿 
• 審査状況の確認 
• 審査結果および査読者の

指摘事項の確認 
• 修正原稿等の提出 



投稿原稿の作成 

（投稿の手引に従って作成） 

ユーザー登録 

※不在期間や代理連絡の設定も可能 

電子投稿・査読システムに 

「著者」としてログイン 

投稿原稿の区分の選択 

研究論文 ，研究報文．研究展望， 
研究ノート，誌上討議 

電子投稿の流れ 
基本項目の入力 

表題，共著者名，内容紹介， 
キーワード，希望審査分野，会員番号等， 

事務局あてのコメント（任意）， 
推薦査読者（任意） 

投稿原稿および投稿料振込の 

証明書のアップロード 

自動作成された投稿原稿の 

PDFファイルの確認・投稿 

整理番号および 

投稿確認メールの受信 

審査 

それぞれ，投稿規定が
異なる． 

採用or不採用は，編集委員会で検討 

テクニカル
チェック 



スムーズな審査のためのポイント 

投稿の手引きを十分確認し，原稿を作成する 

著者名および
所属名は省く 

著者が特定されるような表現は避ける． 
例）著者らは・・・を明らかにした（●●ら，2011）． 
  →既往の研究で，・・・が明らかにされている（●●ら，2011）． 

審査の効率化の
ため，行番号を
挿入する 



スムーズな審査のためのポイント 
• 図表は，投稿の手引きに従って作成する． 

• 図表は，鮮明で判別しやすいものを作成する． 
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Fig.1 図の例 

Example of the figure 

 

 
Fig.1 図の例 

Example of the figure 

×プロット線が判別できない ×分布図の色分けが判別できない 

○良い例 ×表題形式，フォントの種類・文字サイズ 



編集委員より，査読者候補者2名に査読
を依頼 

査読者による審査結果報告 

編集委員による審査結果の確認・判定 

著者への審査結果報告 

受理された原稿の審査の流れ 

原則として，査読期限は21日 

2名の査読者の判定によっては，
第3査読者への審査依頼や，編
集委員会における審議を行うこ
ともある． 



【Ａ】：全く修正の要なし 
【Ｂ】：別記の点の修正を要するが，再査読の要なし 
【Ｃ】：別記の点の修正を要し，再査読の要あり 
【Ｄ】：掲載不適当 

A判定 
原稿 

（著者名・所属入り） 

印刷した原稿を 

事務局に郵送 

B判定 
原稿 

（著者名・所属入り） 

査読者・編集委員会 

の指摘事項に 

対する回答書 

印刷した原稿を 

事務局に郵送 

C判定 
原稿 

（著者名・所属なし） 

査読者・編集委員会 

の指摘事項に 

対する回答書 

審査結果の内容と審査後の手続き 

審査結果 



スムーズな審査のためのポイント 

• 審査結果が「B」あるいは「C」判定の場合，査読者からの
指摘事項に対する回答書を必ず作成し，電子投稿・査読シス
テム経由で提出する． 

• 加除修正の内容を極力詳しく記載することによって，査読者
や編集委員会がスムーズにチェックを行うことができる． 

×回答：ご指摘に従って，土壌水分の測定方法を加筆しました． 

○回答：ご指摘に従って，●ページ▲行に以下の通り加筆しました． 
「土壌深さ１5cmの地点にTDR式土壌水分計（**，●●社)を埋設
し，自記記録式のデータロガー（XX, ●●社）を用いて10分ごとに
測定を行った．」 

例） 
指摘事項1（●ページ▲行） 
土壌水分をどのように測定したか不明ですので，測定方法を加筆してください． 



まとめ 

• 投稿の手引きに従った原稿を準備する． 

 →テクニカルチェックから迅速に審査に移行 

• なるべく著者自身が査読者の候補を挙げることが望ま
しい． 

 →速やかな査読者選定と査読候補者の情報蓄積 

• 査読者や編集委員会の指摘事項への対応をどのように
行ったのか，分かりやすく回答書としてまとめて提出
する． 

 →再審査および原稿の最終チェックの迅速化 

• 掲載が決定した後は，原稿をオンラインで投稿するこ
とに加えて，必ず印刷したものを事務局に送付する． 

 →印刷作業の円滑化 
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